
予算計上額

市民活動センター運営事業 継続 51 4,039

地域交流館管理運営事業 継続 43 15,629

地域福祉推進事業 拡大 63
64 28,508

母子保健事業 継続 83 54,118

はんなん健幸マイレージ事業 継続 82 1,008

乳幼児等医療助成事業 拡大 76
77 116,929

（仮称）防災コミュニティ等
拠点施設整備事業

継続 104 374,100

常備消防活動事業 拡大 102 649,294

防犯対策事業 拡大 50
51 33,544

雨水貯留タンク設置助成事業 新規 199 600

環境衛生対策事業 拡大 80
84 2,758

火葬業務運営事業 継続 85 20,745

小中学校耐震老朽対策事業 継続
108
109
111

161,573

小中学校・大規模改修等事業 継続
108
109
111

652,858

スクールカウンセラー配置
事業

拡大 106 3,328

小・中学校保健事業 継続

108
109
111
112

24,545

英語教育指導助手派遣事業 拡大 107 8,000

人権相談運営事業 拡大 61 2,916

男女共同参画推進事業 拡大 48
49 1,044

観光振興対策事業 拡大 94 18,498

阪南スカイタウンへの企業
誘致推進事業

継続 93 20,887

ため池耐震診断事業 拡大 91 3,000

阪南市総合交通輸送システム
構築の検討

新規 99 85

路線バスICカードシステム整備
事業

新規 51 1,633

鳥取ノ荘駅及び駅周辺整備事業 継続 100 116,360

和泉鳥取駅及び駅周辺整備事業 継続 100
101 22,167

尾崎駅前地区整備計画 継続 99
100 2,878

総合計画策定等事業 拡大 48 2,249

職員研修実施事業 見直し

41
42
43
44

3,802

公有財産利活用推進事業 拡大 47 17,380

乳幼児等が安心して医療の提供が受けれるよう、入院医療費については、０歳児から１５歳児の中学校卒業年度末まで、通院医療費につい
ては、０歳児から小学校就学前までを、12歳児の小学校卒業年度末までに拡大する。（いずれも所得制限なし）

平 成 ２７ 年 度　 主 要 事 業 一 覧

事    　　業　　    名 頁　等 事　    業    　内    　容

第１章　  おもいやりとふれあいがあふれる活気のあるまち

市民公益活動の活性化のための拠点として、市民活動センター（愛称：夢プラザ）の運営業務を委託することで、市民公益活動に関する情
報収集や発信、市民公益活動団体相互の交流、及び市民協働に関するコーディネートを行う。

市民公益活動、地域福祉活動、生涯学習活動等の拠点施設として「地域交流館」の管理運営を指定管理者に行わせることで、市民の様々な
活動の相互連携を図るなど、効率的かつ効果的に施設機能を発揮させる。

第２章　  健やかに、いきいきと自立して暮らせるまち

公民協働による地域福祉推進連絡協議会及び地域福祉推進計画作業委員会において、第3期地域福祉推進計画の策定および買い物支援マッ
プ作成等に取り組む。

妊産婦及び乳幼児の病気の予防や早期発見・早期治療を図るため、乳幼児健診、乳幼児家庭訪問、健康相談、健康教育事業等を実施すると
もに、妊婦健康診査に対する公費負担額の拡充を行う。

市民の積極的な健康づくり・いきがいづくり活動を促すため、健康診査の受診、健康づくりやいきがいづくりの講座などに参加する市民に
対し、ポイントを付与して、抽選で記念品を贈呈する。

児童・生徒の健康保持増進を図るため、各種検診に加え今年度より脊柱モアレ検査を追加導入する。

第３章　  いつまでも安全に、安心して暮らせるまち

南海トラフ巨大地震の発生が予想される中、市庁舎に隣接する民間建築物を、津波災害時における津波避難タワーとして、また、平時には
防災講座の開催や情報発信施設として活用するため、国の交付金を活用して（仮称）防災コミュニティ等拠点施設の整備を行う。

泉佐野市以南の３市３町で構成する泉州南消防組合が行う消防活動業務および大阪府が行っている航空消防業務に対して負担するととも
に、阪南市西部の消防力強化のため、消防組合により阪南スカイタウン内に（仮）阪南市南西部新庁舎の整備に向け用地買収と実施設計を
行う。

地域における防犯力の保持に努めるため、泉南警察署と連携し、新たに市内各駅周辺に計２０台の防犯カメラを設置するとともに、公用車
にドライブレコーダーを設置する。

雨水の貯留による再利用の促進と良好な住環境の保全・向上を図るため、雨水貯留タンク設置費用の一部を助成する。
【下水道事業特別会計】

近年の空き家問題への対策を講じるため、空き家等の電子データベース化を図る。

市立火葬場の老朽化に伴い、泉南市との広域連携により共立火葬場の建設事業を推進する。

第４章  　生涯にわたり学び、地域に還元できるまち

大地震への対応と教育環境の改善を図るため、小学校2校及び中学校1校の耐震工事を実施するとともに、非構造部材の耐震化として、小学
校1校の屋内運動場の天井撤去工事を実施する。

教育環境の改善を図るため、小学校2校及び中学校1校の大規模改修（Ⅱ期）工事を実施する。
また、整理統合にかか小学校の増築に関連した二次設計を実施する。

学校におけるカウンセリング機能の充実を図るため、スクールカウンセラーの増員配置を行うとともに、スクールカウンセラーによる教職
員対象のカウンセリング研修を実施する。

和泉鳥取駅および駅周辺のバリアフリー化を図るため、鉄道事業者等と連携し、駅改修及び周辺道路整備の設計を行う。

児童・生徒が、外国語を通じた言語・文化への理解を高め、コミュニケーション能力を育むために、英語教育指導助手を活用する。
また、中学校では、小学校において培ったコミュニケーション能力を更に伸ばしていくためにも英語教育指導助手の派遣回数を拡大する。

人権保護・救済を必要としている相談者に、適切な助言、情報提供、支援を行うとともに、新たに「犯罪被害者支援相談窓口」を設置す
る。

男女共同参画社会の実現のため、講座や広報等を通じて市民に啓発を行うとともに、平成28年度に新たな男女共同参画プランを策定する為
の債務負担行為を行う。また、緊急を要する配偶者からの暴力等の相談が増加していることから、「阪南市ＤＶ根絶宣言」に基づき相談体
制の充実を図る。

第５章  　地域資源を活かした、にぎわいのあるまち

本市の有する観光資源を活かした各種イベントを実施するとともに、新たな観光資源の掘り起こしを行う。
また、昨年末に任命した観光大使を活用した地域観光ＰＲや観光プロモーション事業を実施する。

市内商工業の振興と雇用の創出を図るため、ウェブサイト等において企業誘致促進施策を周知するとともに、阪南市企業誘致促進条例の効
力期間を延長して、大阪府と連携し阪南スカイタウン内の業務系施設用地への企業立地を促進する。

第６章  　美しい自然と調和し快適に暮らせるまち

阪南市内において最も貯水量のある蓮池関連（大池、皿池、芋ヶ阪池）の耐震診断の継続と蓮池関連に関するハザードマップ作成に取り組
む。（周辺住民に配布）

公共交通を利用しやすい環境づくりを進めるとともに、交通結節機能の強化やバリアフリー施策など、交通に関する施策を総合的に展開し
ていくため、まちづくりと一体になった総合交通輸送システムの構築について検討する。

路線バスを運行する交通事業者のＩＣカードシステム導入を促進し、公共交通の利便性向上や、鉄道・バス交通の乗り継ぎ改善等を図り、
公共交通を利用しやすい環境づくりを推進する。

鳥取ノ荘駅および駅周辺のバリアフリー化を図るため、鉄道事業者等と連携し、山側改札設置とともに、周辺道路等の整備を行う。

尾崎駅周辺の公共交通機能の充実や中心市街地の活性化を図るため、尾崎駅周辺の現況調査を実施する。

第７章  　持続可能な発展を支える行政経営のまち

総合計画の進行管理を行うため、外部評価を行うとともに、基本計画（後期）策定に向けた準備として、住民意識調査を実施する。

最適な公共サービスを提供できる人材を育成するため、阪南市人材育成基本方針に基づいた職員研修計画に記載する自己啓発、自主研究グ
ループ活動、職場研修、職場外研修（先進地視察、階層別研修、派遣研修、人権研修などの特別研修）などの研修事業を実施する。

今後の公共施設管理において、公共施設全体を把握し、長期的な視点をもって、施設の更新・整理統合及び長寿命化などを行い、公共施設
の最適な配置を実現するため、市公共施設等総合管理計画の策定に着手する。

（単位：千円）


